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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第１四半期連結
累計期間

第17期
第１四半期連結

累計期間
第16期

会計期間
自平成26年１月１日
至平成26年３月31日

自平成27年１月１日
至平成27年３月31日

自平成26年１月１日
至平成26年12月31日

売上高 （千円） 7,206,610 8,059,140 30,486,080

経常利益 （千円） 761,135 772,493 2,669,087

四半期（当期）純利益 （千円） 426,181 448,028 1,405,916

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 412,167 455,135 1,438,903

純資産額 （千円） 5,047,181 6,280,702 6,117,236

総資産額 （千円） 17,414,849 19,915,179 18,012,756

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 43.77 45.74 144.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 39.06 40.73 128.16

自己資本比率 （％） 28.8 31.4 33.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３. 当社は、平成26年４月１日付で普通株式１株につき普通株式200株の割合で株式分割を行っております。こ

れに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金

額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、輸出・生産が回復基調となり、設備投資の増加及び雇用拡大

へと繋がり、景気は回復基調となりましたが、個人消費は力強さに欠け、先行きは不透明な状況が続いております。

　外食産業におきましては、円安の影響による原材料の高騰、人材不足による人件費の上昇や消費税増税による個人

消費の減少など環境は厳しい状況で推移しております。

 

　このような状況の中、当社グループは、「大衆というカテゴリで日本一の外食企業となる」という確固たる目標の

もと、当第１四半期連結累計期間におきましても既存店事業の全体的な底上げ、並びに販促活動の強化に注力し、

「まいどおおきに食堂」を中心として「神楽食堂　串家物語」、「手作り居酒屋　かっぽうぎ」、「つるまる」をは

じめとする全ブランドの業績向上に全社一丸となって取り組むと同時に、不採算店舗の撤退を行いました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高80億59百万円（前年同期比11.8％増）、営業利益７億91

百万円（前年同期比1.5％増）、経常利益７億72百万円（前年同期比1.5％増）、四半期純利益は４億48百万円（前年

同期比5.1％増）と増収増益となりました。

 

＜直営事業＞

　直営事業におきましては、国内及び海外において「まいどおおきに食堂」、「神楽食堂　串家物語」、「手作り居

酒屋　かっぽうぎ」、「浪速麺乃荘　つるまる」等の事業展開を行っております。

　当事業におきましては、「まいどおおきに食堂」を中心に全ブランドの既存店業績の維持・向上のための営業努力

を行っており、特に「まいどおおきに食堂」については既存店売上前年比を49ヶ月連続で100％超で達成し、上場外

食企業としての国内最長記録を更新することができました。

　３月度から全業態にて効率的な店舗運営を目的とした営業時間の見直しを進めており、今後も業績向上に向けて邁

進してまいります。

　以上の結果、直営事業全体の売上高は76億54百万円（前年同期比12.3％増）、セグメント利益は９億96百万円（前

年同期比4.0％増）となりました。

 

＜ＦＣ事業＞

ＦＣ事業につきましては、当社トレーナーが各加盟店に臨店して行う調理指導の他、店長会議、トレーナー会議

等を通じて直営店における成功事例・問題点の共有を進めることにより更なる集客力の向上を図っております。

　今後も加盟企業との親密なコミュニケーションを図りながら問題点の洗い出し・解消を図り、継続的な収益力の向

上を目指してまいります。

　以上の結果、ＦＣ事業全体の売上高は４億５百万円（前年同期比3.1％増）、セグメント利益は２億71百万円（前

年同期比6.3％増）となりました。
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　当社グループの平成27年３月末時点の店舗数は716店舗（直営店（国内）378店舗、直営店（海外）７店舗、ＦＣ店

（国内）330店舗、ＦＣ店（海外）１店舗）となりました。ブランド別の店舗数は以下のとおりです。

 
直営店
(国内)

直営店
(海外)

ＦＣ店
（国内）

ＦＣ店
（海外）

合計

まいどおおきに食堂 133 5 299 － 437

神楽食堂　串家物語 71 － 13 － 84

手作り居酒屋　かっぽうぎ 39 － 13 － 52

浪花麺乃庄　つるまる 47 － 4 1 52

その他 88 2 1 － 91

合計 378 7 330 1 716

 

（２）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は19億２百万円増加し、

199億15百万円となりました。流動資産は前連結会計年度末から11億46百万円増加し、固定資産は７億58百万円増加

しております。流動資産が増加した主な理由は、借入の実行に伴う現金及び預金の増加14億20百万円によるものであ

ります。固定資産が増加した主な理由は新規出店に伴う有形固定資産の増加６億60百万円、敷金及び保証金の増加80

百万円によるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末と比較して17億38百万円増加し、136億34百万円となりました。これは主

に借入の実行による借入金の増加額20億76百万円によるものであります。

　純資産につきましては、四半期純利益の計上及び配当金の支払い等により、62億80百万円となりました。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年５月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,795,800 9,796,200

株式会社東京証券取引所

「ＪＡＳＤＡＱ」

（スタンダード）

（注）

計 9,795,800 9,796,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成27年５月１日以降この四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総 数 残 高

（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残高
（千円）

平成27年１月１日～

平成27年３月31日
2,600 9,795,800 1,263 1,483,138 1,263 1,362,884

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

　　　２．平成27年４月１日から平成27年４月30日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が400株、資

本金及び資本準備金がそれぞれ192千円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

（平成26年12月31日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　9,792,400 97,924

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式

単元未満株式 普通株式　　　　800 － －

発行済株式総数 9,793,200 － －

総株主の議決権 － 97,924 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,200株（議決権12

個）含まれております。

　　　２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式38株が含まれております。。

 

②【自己株式等】

（平成26年12月31日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

（注）当社は単元未満自己株式38株を保有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,610,335 4,030,887

売掛金 271,742 254,697

たな卸資産 209,707 163,266

繰延税金資産 94,522 94,522

預け金 1,012,646 814,251

前払費用 231,912 269,234

その他 180,714 131,667

貸倒引当金 △237 △225

流動資産合計 4,611,344 5,758,300

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,118,575 10,323,546

減価償却累計額 △4,042,366 △4,186,371

減損損失累計額 △317,849 △300,707

建物及び構築物（純額） 5,758,359 5,836,468

工具、器具及び備品 3,947,992 4,027,968

減価償却累計額 △2,622,906 △2,711,802

減損損失累計額 △39,602 △37,715

工具、器具及び備品（純額） 1,285,483 1,278,450

土地 359,490 359,490

建設仮勘定 949,751 1,545,648

その他 260,363 260,363

減価償却累計額 △206,627 △213,253

その他（純額） 53,736 47,110

有形固定資産合計 8,406,820 9,067,167

無形固定資産 59,318 55,078

投資その他の資産   

投資有価証券 236,061 246,105

繰延税金資産 252,740 248,342

関係会社株式 577,718 580,523

敷金及び保証金 3,681,676 3,762,011

その他 228,347 237,966

貸倒引当金 △55,901 △52,291

投資その他の資産合計 4,920,643 5,022,658

固定資産合計 13,386,782 14,144,903

繰延資産 14,629 11,974

資産合計 18,012,756 19,915,179
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,222,151 1,207,353

株主優待引当金 32,925 32,925

1年内返済予定の長期借入金 ※１ 1,595,862 ※１ 1,917,676

1年内償還予定の社債 470,000 350,000

未払法人税等 530,799 340,434

未払消費税等 339,976 229,355

未払金 1,152,088 1,438,947

未払費用 414,657 370,049

賞与引当金 41,729 22,655

資産除去債務 37,715 40,324

その他 109,089 133,058

流動負債合計 5,946,995 6,082,779

固定負債   

社債 1,289,999 1,149,999

長期借入金 ※１ 3,518,551 ※１ 5,272,772

リース債務 35,664 27,993

繰延税金負債 9,580 13,032

預り保証金 309,017 298,879

資産除去債務 765,285 774,636

その他 20,425 14,384

固定負債合計 5,948,524 7,551,697

負債合計 11,895,520 13,634,477

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,481,875 1,483,138

資本剰余金 1,361,621 1,362,884

利益剰余金 3,234,060 3,388,294

自己株式 △91 △91

株主資本合計 6,077,465 6,234,225

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △21,847 △16,153

為替換算調整勘定 39,200 40,496

その他の包括利益累計額合計 17,352 24,342

新株予約権 11,399 10,998

少数株主持分 11,018 11,136

純資産合計 6,117,236 6,280,702

負債純資産合計 18,012,756 19,915,179
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

売上高 7,206,610 8,059,140

売上原価 2,375,796 2,709,826

売上総利益 4,830,814 5,349,313

販売費及び一般管理費 4,051,491 4,557,971

営業利益 779,322 791,341

営業外収益   

受取利息 782 1,002

受取家賃 27,041 12,648

持分法による投資利益 － 2,602

その他 10,508 4,820

営業外収益合計 38,333 21,073

営業外費用   

支払利息 13,529 13,887

社債利息 4,541 2,332

賃貸収入原価 27,576 10,476

持分法による投資損失 1,288 －

その他 9,583 13,225

営業外費用合計 56,520 39,922

経常利益 761,135 772,493

特別利益   

受取保険金 － 36,175

その他 － 98

特別利益合計 － 36,274

特別損失   

店舗解約損 1,883 3,998

固定資産除却損 5,704 5,887

減損損失 11,904 10,923

訴訟損失引当金繰入額 15,000 －

特別損失合計 34,492 20,810

税金等調整前四半期純利益 726,643 787,957

法人税等 300,556 339,887

少数株主損益調整前四半期純利益 426,086 448,070

少数株主利益又は少数株主損失（△） △94 41

四半期純利益 426,181 448,028
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 426,086 448,070

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,404 5,693

繰延ヘッジ損益 △3,513 －

為替換算調整勘定 △4,569 1,225

持分法適用会社に対する持分相当額 △432 145

その他の包括利益合計 △13,919 7,065

四半期包括利益 412,167 455,135

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 412,545 455,017

少数株主に係る四半期包括利益 △378 117
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用の計算については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によって

おります。ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法

によっております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　※１．財務制限条項

　借入金の内３契約について、以下の財務制限条項が付されております。

（1）実行可能期間付タームローン契約

　　 平成22年７月30日契約分

 
前連結会計年度

（平成26年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年３月31日）

貸出限度額 350,000千円 350,000千円

借入実行残高 350,000 350,000

差引残高 － －

　上記の実行可能期間付タームローン契約には下記のいずれかに抵触した場合、該当する融資契約上の

債務について借入利率の上昇及び期限の利益に一部制限を受ける可能性がある財務制限条項が付いてお

ります。

①　各年度決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表において、純資産の部の合計額を、平成21

年12月期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額又は前年度決算期の末日における純資産

の部の合計額のいずれかの大きい方の75％に維持すること。

②　各年度決算期の末日における単体及び連結の損益計算書において、経常損益の金額をゼロ円以上に

維持すること。

 

（2）実行可能期間付タームローン契約

　　 平成23年６月30日契約分

 
前連結会計年度

（平成26年12月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年３月31日）

貸出限度額 500,000千円 500,000千円

借入実行残高 500,000 500,000

差引残高 － －

　上記の実行可能期間付タームローン契約には下記のいずれかに抵触した場合、該当する融資契約上の

債務について借入利率の上昇及び期限の利益に一部制限を受ける可能性がある財務制限条項が付いてお

ります。

①　各年度決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表において、純資産の部の合計額を、平成22

年12月期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額又は前年度決算期の末日における純資産

の部の合計額のいずれかの大きい方の75％に維持すること。

②　各年度決算期の末日における単体及び連結の損益計算書において、経常損益の金額をゼロ円以上に

維持すること。

 

（3）平成24年３月28日付契約長期借入金

　 長期借入金　240,000千円（うち１年内返済予定の長期借入金120,000千円）

①　各年度決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表において、純資産の部の合計額を、平成22

年12月期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額又は前年度決算期の末日における純資産

の部の合計額のいずれかの大きい方の75％に維持すること。

②　各年度決算期の末日における単体及び連結の損益計算書において、経常損益の金額をゼロ円以上に

維持すること。

　①、②いずれかに抵触した場合、該当する融資契約上の債務について借入利率の上昇及び借入人が保

有する商標権又は定期預金に対し、担保権設定の請求を受ける可能性があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日）

減価償却費 279,947千円 344,903千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日

定時株主総会
普通株式 243,445 5,000 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月30日

定時株主総会
普通株式 293,794 30 平成26年12月31日 平成27年３月31日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成26年１月１日　至平成26年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損
益計算書計上
額（注２） 直営事業 ＦＣ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 6,813,742 392,868 7,206,610 － 7,206,610

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 6,813,742 392,868 7,206,610 － 7,206,610

セグメント利益 958,417 255,269 1,213,687 △434,364 779,322

（注）１．セグメント利益の調整額△434,364千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。

全社費用の主なものは、提出会社の管理部門等の経費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「直営事業」セグメントにおいて、当第１四半期連結累計期間に営業活動から生ずる損益が著しく低下した

店舗等について、当該店舗の資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては

11,904千円であります。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成27年１月１日　至平成27年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結損
益計算書計上
額（注２） 直営事業 ＦＣ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 7,654,088 405,051 8,059,140 － 8,059,140

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ － － － －

計 7,654,088 405,051 8,059,140 － 8,059,140

セグメント利益 996,837 271,431 1,268,268 △476,927 791,341

（注）１．セグメント利益の調整額△476,927千円は、各報告セグメントに配分できない全社費用であります。

全社費用の主なものは、提出会社の管理部門等の経費であります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第１四半期連結累計期間において、直営事業について3,583千円、報告セグメントに帰属しない全社資産に

ついて7,339千円の減損損失を計上しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 43円77銭 45円74銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 426,181 448,028

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 426,181 448,028

普通株式の期中平均株式数（株） 9,737,929 9,794,171

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 39円06銭 40円73銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 1,173,371 1,207,081

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）当社は、平成26年４月１日付で、普通株式１株につき200株の割合をもって分割する株式分割を実施いたしまし

た。これに伴い、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社フジオフードシステム(E03400)

四半期報告書

19/21



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年５月８日

株式会社フジオフードシステム

取締役会　御中

 

優成監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　健文　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大好　慧　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジオ
フードシステムの平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年１月
１日から平成27年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年３月31日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジオフードシステム及び連結子会社の平成27年３月31日現
在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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